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.

マ
.ル
ク
ス
の「

資
本
論」

が

「

資
本
制
生
產
機
式
が
支
配
的
に
行
わ
れ
る
諸 

社
會
の
富
は
一
の『

尨
大
な
商
品
集
1』

と
し
て
規
象
し
、
個
々
の
商
品
は
か 

か
る
富
の
原
基
形
態
と
し
て
規
象
す
る」

と
S
ぅ
有
名
な
！

E

頭
の
文
言
を
も
つ 

て
、
そ
の
硏
究
が
商
品(

D
i
e

 w
a
r
e
)
.

の
分
析
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と 

は
、
こ
の「

資
本
論」

に
お
い
.て
展
開
さ
れ
る
全
硏
究
過
程
が
、
そ
の
端
朝
と
.
 

し
て
の
商
品
形
態
の
、.論
理
的
か
っ
膦
史
的
な
自
己
發
展
の
表
現
、
規
定
お
よ 

び
確
說
だ
と
}

K

ぅ
、
豫
見
的
.な
意
味
に
お
い
て
、
十
分
に
法
意
さ
れ
る
必
要
が 

あ
る
。「

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
社
會
に
と
つ
て
は
、.
勞
働
生
產
物
の
商
品
形
態
あ
る
い 

は
商
品
の
價
値
形
態
が
經
濟
的
な
細
胞
形
態
で
あ
る
へ」

。
商
品
生
產
の
最
高
の 

發
展
段
階
で
あ
る
資
本
制
社
會
で
は
、「

資
本
論」

.の
敍
述
の
出
發
點
を
な
し 

て
い
る
商
品
は
、
最
も
一
般
的
な 

'最
も
捨
象
的
な
.
生
產
關
係
を
表
わ
す
。

「

資
本
論」

は
こ
こ
か
ら
出
發
し
て
よ
り
複
雜
な
.
.
よ

り特
殊
的
な
.

よ

り

具 

體
的
な
.
生
產
關
係
を
表
わ
す
貨
幣
、
資
本
等
々
ベ
I

そ
れ
ら
の
內
面
的
な. 

辯
說
法
的
發
展
關
係
に
從
.つ
て——

上
向
し
て
進
ん
で
行
く
。
し
か
し
て
ま
た

.

保
險
商
品
說
の
硏
究

商
品
は
資
本
の
原
基
的
形
態
で
あ
る
と
と
も
に
そ
の
歴
史
的
前
提
で
も
あ
る
。
 

•f
g
生
產
そ
の
も
の
の
發
展
が
辯
證
法
的
に
行
わ
れ
、
.そ
の
最
高
發
展
段
階
で 

あ
る
資
本
制
社
會
の
經
濟
辑
造
が
、
先
行
諸
段
階
を
自
己
の
う
ち
に
基
礎
と
し 

て
取
入
れ
て
、自
己
の
う
ち
で
辯
證
法
的
に
そ
れ
ら
を
編
成
し
て
い
る
。「

1
ロg 

は
資
本
主
義
發
生
の
出
發
點
で
あ
り
、
資
本
主
義
の
一
般
的
特
徴
で
あ
る」

。
 

こ
れ
ら
の
解
明
を
ま
っ
て
近
代
的
社
會=

資
本
制
社
會
の
經
濟
的
運
動
法
則
が 

暴
露
せ
ら
れ
る
。
前

掲「

資
本
論」

胃
頭
の
一
句
に
お
い
て
、
近
代
的
社
會
の 

經
濟
的
構
造
、
運
動
を
分
析
、
暴
露
す
る
硏
究
の
全
過
程
の
窮
極
と
端
初
、
到 

達
點
と
出
發
點
と
が
對
立
の
統
一
と
し
て
鮮
か
に
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
。

.

「

單
純
商
品
生
產
は
、
第
一
に
、
社
會
的
分
業
を
前
提
と
し
て
：̂

。
そ
こ 

で
、
個
々
の
生
産
者
は
そ
れ
ぞ
れ
種
類
の
ち
が
う
生
産
物
を
っ
く
る」

。
す
な 

.
わ
ち
商
品
生
產
は
資
本
制
生
產
ょ
り
も
舊
く
、
奴
隸
制
度
、
封
建
制
度
下
に
も 

行
わ
れ
た
が
、
封
建
制
度
の
崩
壊
に
は
、
單
純
商
品
生
產
は
資
本
制
生
產
の 

發
生
の
基
礎
と
な
っ
た
。
總
て
办
、
少
な
く
と
も
大
多
擻
の
生
產
物
が
商
品
の 

形
態
を
と
る
'の
は
資
本
制
生
產
機
式
の
基
礎
の
.上
で
あ
り
、
生
產
物
が
商
品
と 

し
て
現
わ
れ
る
に
は
、
直
接
的
物
々
交
換
に
そ
の
端
を
發
す
る
使
用
價
値
と
交

■ 

六
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•

換
機
の
分
裂
が
完
成
さ
れ
て
い
る
程
度
に
發
展
し
だ
と
こ
ろ
の
、
'社
會
內
部 

に
お
け
る
分
業
を
條
件
と
す
る
。

T

第
}
一
 
に
、生
產
手
段
と
勞
働
生
產
物
と
の
.私
有
を
前
提
と
し
て
い(

る」

。
，手 

H
I
K

や
農
民
の
■單
純
商
品
生
產
は
資
本
制
生
康
と
そ
れ
が
商
品
生
產
者
の
個
.
 

人
i

を
基
礎
と
す
る
點
で
異
な
る
。「

單
純
商
品
生
產
は

、
そ
れ
が
生
產
手 

段
の
私
有
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
い
う
點
で
、
基
本
的
に
ば
資
本
主
義
生
產
と 

お
な
じ
型
の
も
の
で
あ
る
。…

…

*/
h
商
品
生
產
は
、
資
本
主
義
的
關
係
が
發
生 

し
發
展
す
る
出
發
點
と
な
る
の
で
あ
る」

。

)

生
產
手
段
の
私
有
一
般
と
一K

う
生 

產
i

が
行
わ
れ
て
い
る
と
沄
う
こ
と
は
、
勞
働
生
產
物
が.

一
般
に
商
品
彩
態 

を

と

る
と
云
う
こ
と
.で
あ
り
、
ま
た
生
產
手
段
の
私
有
と
会
う
生
產
關
係
は
、

勞
働
生
產
物
の
商
品
形
態
を
通
じ
て
の
み
維
持
せ
ら
れ
う
る
。

「

商
品
と
な
る
た
め
に
は
、
生
產
物
は
、
そ
れ
が
使
用
價
値
と
じ
て
役
だ
て
. 

.ら
れ
る
他
人
の
手
に
、
交
換
を
通
し
て
移
讓
さ
れ
ね
ば
な
ら
£ «
。

一
定
の
限 

度
に
お
け
る
商
品
^'
通
お
ょ
び
貨
幣
流
通
、
從
っ
て
ま
た
一
定
の
程
度
£

け 

る
商
業
の
發
展
は
、
資
本
の
形
成
と
資
本
制
生
產
樣
式
の
前
提
で
あ
り
出
發
點 

で
あ
る
が
、
' し
か
し
他
面
に
お
い
て
は
、
商
品
は
資
本
制
生
產
の
生
產
物
で
あ 

り
、
結
果
で
あ
る
。
最
初
に
資
本
制
生
產
の
原
素
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
は 

そ
れ
自
體
の
生
產
物
と
し
て
現
わ
れ
る
。
資
本
制
生
產
を
基
礎
と
し
て
初
め
て 

商
品
で
あ
る
こ
と
が
生
產
物
の『

殷

■

と

な

る

。
資
本
主
義
社
會
の
商
品 

は
大
量
的
な
商
品
と
し
て
存
在
す
る
。

「

商
品
は
さ
し
あ
た
り
、
そ
の
諸
屬
性
に
ょ
っ
て
人
間
の
何
ら
か
の
種
類
の 

欲
望
を
充
た
す
と
こ
ろ
の
、

一
の
外
的
葑
象
.
.一
の
物
•
で

あ

あ

る

物

.
 

の
有
用
性(

N
i
i
t
z
l
i
c
h
k
e
i
t
)

は
そ
の
物
を
使
用
(8
値(

0

ゅ
ぼ
目
0
^
豸
©
り
け) 

た
ら
し
め
る
。
使
用
價
値
は
使
用
ま
た
は
消
費
に
お
い
で
の
み
自
ら
を
1

六

四.
(

八
〇
ニ)

し
、
人
間
の
個
人
的
欲
望
を
直
接
に
み
た
す
か
、
ま
た
は
財
貨
を
生
產
す
る
手 

段
と
し
て
役
だ
っ
こ
と
が
で
き
る
。「

諸
使
用
價
値
は
、富
の
|

そ
の
社
#
的 

形
態
が
、ど
う
あ
ろ
う
と
も——

質
料
的
內
容
を
な
す
。
吾
々
に
よ
つ
て
考
察
さ
 

,
れ
る
べ
き
社
會
形
態
に
：お
い
て
は
、そ
れ
ら
は
同
時
に
、
交
換
價
値(Tauscll- 

.
w
e
A
)

の
質
料
的
擔
い
手
を
な
：す」

。"

.
:
 

■

,

.

「

交

換

は

さ

し
あ
た
り
、_fc
る
種
類
の
諸
使
用
價
値
が
他
の
種
類
の
諸 

使
用
價
値
と
交
換
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
.量
的
關
係
す
な
わ
ち
比
率——

時
お
よ

び
所
と
.と
も
に
絕
え
ず
變
動
す
る
.一
の
關
係

-
と
し
て
現
象
す
る
1
。
も
ろ

■
も
ろ
の
商
品
鼪
の
諸
@
子
の
う
ち
か
ら
使
用
價
値
と
云
う
員
罾
的
な
も
の
を
捨 

象
し
て
し
ま
う
と
，
そ
こ
に
殘
る
の
は
そ
れ
ら
の
諸
商
品
が
總
て
人
間
勞
働
の 

生
產
物
で
あ
る
>
云
う
共
通
の
性
質
だ
け
で
あ
る
。
價

値(
v
/
e
r
t
〕

は
商
品 

と
云
う
か
た
を
と
づ
た
商
品
生
產
者
の
瓧
會
的
勞
働
で
あ
り
、
商
品
の
交
換
價 

値
は
そ
の
價
値
の
現
象
形
態
で
あ
る
。

.
商
品
は
使
用
徵
値
と
價
値
な
る
二
重
の
達
を
有
す
る
。
商
品
は
使
用
價
値 

と
價
値
么
.の
統
一
で
あ
る
。
商
品
の
皿
ま
は
使
用
_
砠
と
離
れ
て
は
#
を
せ 

ず
、
價
値
と
離
れ
て
は
有
り
え
な
い
使
用
價
値
で
あ
る
。
な
ん
ら
の
使
用
價
値 

を
も
有
さ
な
い
商
品
は
商
品
で
な
く
、
M

M
を
持
た
な
い
使
用
價
値
も
商
品
で 

は
な
い
。
.

商
品
の
二
重
性
の
要
因
は
、
商
品
と
云
う
か
た
.ち
を
と
る
勞
働
の
二
重
の
性 

格
で
あ
る
。
具
體
的
有
用
勞
働(

k
o
n
k
r
e
t
e

 

p
a:
c+
-
&さ
®

>
&
o
s

)

が
商
品 

の
使
用
債
値
を
っ
く
り
、
抽
象
的
人
間
勞
働(

a
b
s
t
r
a
k
t
e

 

m
©
g
c
h
l
i
c
h
e

 

A
r
b
e
i
t
)

が
商
品
の
價
値
を
形
成
す
る
。
し
か
し
て
商
品
形
態
が
勞
働
生
產 

物
の
一
般
的
形
態
と
な
り
、
人
間
の
勞
働
力
が
商
品
と
な
っ
て
賃
勞
働
の
形
態 

を
と
り
、
自
己
の
勞
働
力
を
販
賣
す
る
に
は
な
ん
ら
の
制
限
も
受
け
な
い
が
、

同
時
に
自
己
の
勞
働
を
販
賣
す
る
以
外
に
は
生
存
の
途
を
知
ら
な
い
自
由
無
產 

の
勞
働
者
が
出
現
し
、
他
方
一
定
の
貨
幣
額
の
蓄
樹
が
達
成
せ
ら
れ
、
生
產
手 

段
の
私
有
、
獨
古
が
l

i
し
て
、
直
接
生
產
に
携
わ
ら
な
い
資
本
家
が
發
生
す 

.る
や
、
こ
こ
に
資
本
制
的
諸
關
係
、
と
り
わ
け
そ
の
根
本
を
な
す
剩
餘
價
値
生 

產
の
諸
關
係
が
成
立
し
、
資
本
制
生
產
樣
式
に
從
つ
て
生
產
せ
ら
れ
る
各
個
の 

商
品
は
、
資
本
お
ょ
び
そ
れ
に
ょ
つ
て
創
造
せ
ら
れ
る
剩
餘
價
値
の
一
定
部
分 

の
擔
い
手
と
し
て
現
わ
れ
る
。
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r
x
;

 

D
a
s

 .
w
a
p
i
;
b
a
l
,

 

V
o
l
k
s
a
u
s
g
a
b
.
e

 

b
e
s
o
r
g
t

 

v
o
m

 

M
-
E
-
L
-
I
n
s
t
i
t
u
t
.

 

B
<
L
1
,
1
9
S
2
.
.

長
谷
部
文
雄
氏
譯
、
靑
木
書

 

■

店

版

、

マ
ル
.ク

ス
'-
.
資
本
論」

第
'1

部
上
第
一
篇
第
一
章
第
.
一節 

一
一
三
頁
。 

.

,

S

3

 

J

N

u

r
 

K
r
i
t
i
k
.
d
e
r

 

P
o
l
i
t
i
s
c
h
e
n

otk
o
n
o
m
i
p
:

 

E
r
s
t
e
s

 

H
e

 f
t
.

-<0
1
k
s
a
u
s
g
a
b
e
.

 

B
e
s
o
r
g
t

 

v
o
m

 

M
a
r
x
-
E
n

oq&
I
S
-
L
e
n
i
n

 

,

-
I
n
s
t
i
t
u
t
,

. M
G
s
k
a
u
,

 

1
9
3
4
.

マ
ル
ク
ス
a H

ン
.ゲ

ル

ス

選

集

柿

卷

 

3

、
大

月

霄

店

刊

、

マ
ル
ク
ス
n

v

l
一一
 

ン

主

義

旃

究

所

編「

經
濟
學
枇

 

判」

第
一
部
笫
ー
篇
笫
一
章
七
頁
で
は

■「

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
，
ブ
ル
 

’

ジ
ョ
ァ
的
富
は
一
つ
の
尨
大
な
商
品
集
合
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
個
々
の
商

 

品
は
そ
の
富
の
要
素
的
定
在
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る」

.
と
。

(

註
3〕

前

揭

.

「

赉
本
論

」

第
ー
部
上
第
ー
版
へ
の
序
言

.

.七
0
頁
。

•
. 

(

詫
4〕

(

註

5)
(

註

6
X

註

7)

ソ
同
盟
科
學
院
經
濟
學
硏

.究

所

著

.
マ
ル 

ク

ス

.
レ
ー
二
ン
主
義
普
及
協
會
譯

「

經
濟

.學
敎
科
書

」

バ
第
一
分
册
笫 

ニ
篇

.第
一

第
四

章

一

一

ー

ー

ー

ニ

ー

ー

ー

頁

。

6

1

8

〕

前

掲「

資

本

論」

第

.
一

部

上パ第

一
篇
第

一

章

.
第

一

節 

一

ニ

,

。

.
保

險

商

品

說

の

硏

究

三
頁
。

(

註
9
.

)
(

註
10)

ハ
註
11)

同
右
一
一
三
頁
、

一
一
五
頁
、
.同
上
。

ニ保險商品說とその批判⑴

保
險
を
.商
品
的
に
扱
ぅ
風
習
が
、
實
際
界
に
お
い
て
は
支
配
盼
傾
向
で
あ 

り
、
特
に
米
國
に
お
い
て
一
般
化
し
て
い
る
こ
と
は
、、
っ
と
に
保
險
學
者
に
よ 

つ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
わ
が
國
に
お
い
て
も
保
險
商
品
說 

は
古

く

よ

り
主
張
せ
ら
れ
て
IV
て
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。

.
代
表
的
な
保
險
商
品
説
の
主
張
渚
で
あ
る
.来
高
信
氏
は
そ
の
著「

生
命
保 

險
論j

,
(
I

 

I

五
I

I
一
九
頁)

(

昭
和
十
二
年
九
月
十
九
日
、
千
倉
書
房)

に 

お
い
て
、「

生
命
保
險
の
商
品
と
し
て
の
P
格」

な
る
章
を
も
っ
て
、「

生
命
保 

險
は
そ
の
加
入
者
に
對
し
、
そ
の
生
活
の
保
障
を
興
ふ
る
こ
と
を
そ
の
職
能
と 

す
る」

、
し
か
し
て「

生
命
保
險
施
設
へ
の
加
入
苕
、
卽
ち
生
命
保
險
の
購
買 

者
よ
り
見
れ
ば
、
生
命
保
險
の
こ
の
職
能
は
、
卽
ち
生
命
保
險
給
付
と
稱
す
る 

一
の
無
形
の
商
品
の
品
質
で
あ
るj

と
す
る
。「

生
命
保
險
な
る
商
品
の
內
容
を 

な
す
と
こ
ろ
の
も
の
の
中
に
は
、
保
險
施
設
及
契
約
著
並
び
.に
保
險
價
格
に
關 

す
る
部
分
と
、
所
謂
保
險
約
款
と
し
て
知
ら
る
k
と
こ
ろ
の
.生
命
保
險
の
品
質 

.を

.な
す
部
分
と
が
包
含
さ
る
\」

。
そ
し
て
保
險
の
發
達
に
っ
れ
て
の
生
命
保 

險
な
る
商
品
内
容
の
.分
化
傾
向
を
述
べ
、
さ
，ら
.に
保
險
約
款
の
内
容
に
對
す
る 

國
家
の
廣
大
な
る
監
督
權
の
.保
留
の
理
由
に
言
及
し
、「

ま
八g

保
險
は
元
来
そ 

の
加
入
素
を
廣
く ■一.：

殷
に
求
む
る
も
の
で
あ
る
が
、

一
股
の
人
々
は
必
ず
し
も 

.

生
命
保
險
贫
約
の
個
々
，め
內
容
钇
吟
味
し
て
、
そ
の
商
品
を
購
入
す
る
も
の
に 

非
ず
、
況
ん
や
保
險
施
設
間
の
異
る
約
款
を
吟
味
し
て
.、

そ

の

，一
を
選
擰
す
る 

も
の
は
極
め
て
稀
れ
で
.あ

る

.1
-
か
ら
、
生
命
保
險
な
る
商
品
の
品
質
を
盡
設

: 

六

五

(

八
0
三)



三
田
學
會
雜
誌
.
第
四
十
八
.卷

第

十

號

,

協
定
し
て
均
一
に
し
、
殊
に
品
質
の
基
本
的
部
分
に
つ
い
て
は
こ
の
必
要
が
大 

•で
あ
る
と
論
ぜ
ら
九
て
い
る
。

；
さ
ら
に
同
氐
は「

生
命
保
險
販
賣
員
と
そ
の
職
能」

(

昭
和
十
六
年
十
月
十 

五
日
、
矢
野
恒
太
君
保
險
關
.係

-3
?
十
年
記
念
會)(

蒼
梧
矢
野
恒
太
君
保
險
關
係 

五
十
年
記
念
文
集
六
七
四—

六
七
五
頁)

纪
る
論
文
に
お
い
て
、「

同
じ
く
保 

險
で
あ
り
な
が
ら
、
畠
上
ぼ
險
と
生
命
保
險
と
は
、
そ
れ
に
ょ
り
て
は
保
護
‘せ 

ら
，る
\
危
險
が
相
違
し
、
從
づ
て
そ
の
商
品
と
し
て
の
效
用
が
砠
違
す
る
の
で 

あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
販
賣
學
上
の
性
質
も
異
っ
て
居
る」

。
.
す
な
れ 

ち
前
者
は
海
運
業
者
や
貿
易
i

の
收
益
を
保
餿
し
、
'船
主
、
荷
主
等
が
自
ら 

進
ん
で
こ
‘の
海
上
保
險
な
る
商
品
を
賈
入
れ
る
の
が
普
通
で
、
こ
れ
は
販
賣
學
、
 

商
品
學
の
賈
廻
品
，

(
s
h
o
p
p
i
n
g
:

 G
o
o
d
s
)
.

に
該
當
す
る
が
、
後
者
は
一
殷
の 

人
々
に
對
し
て
そ
の
老
後
、
死
後
の
生
活
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
販
賣
. 

學
、
商
品
學
上
の
便
宜
品(

c
o
n
v
e
n
i
e
n
c
e

 

G
o
o
d
s
)

に
し
て
、
こ
れ
を
製 

造
販
賣
す
る
侧
の
®

的
努
力
な
く
し
.て
は
、
こ
れ
は
普
及
し
難
く
、
充
分
の 

成
果
も
擧
、け
え
な
い
と
。
.そ
し
て
さ
ら
に
火
災
保
險
の
販
賣
學
上
の
性
質
に
つ 

い
て
は
、
工
場
、
痕

等

.の

.大
口
火
災
保
險
は
賈
廻
品
で
あ
り
、
小
口
の
火
災 

保
險
、
傷
害
保
險
ば
便
宜
品
で
あ
っ
て
、
ょ
ぅ
す
る
に
火
災
保
險
の
そ
れ
は
賈 

廻
品
と
便1 

且ロ

S

の「

兩
紫
の
中
間」

に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

'

那
須
龄
義
勝
抚
は「

生
命
保
險
販
賣
學」

(

一ー

三
5

S
和
十
五
年
五
月 

十
三
日
、
有
光
社)

な
る
著
書
に
お
い
て
、「

生
命
保
險
の
外
野
は
、

一
箇
の 

商
品
で
あ
る
保
險
證
券
を
顧
客
の
需
要
に
應
じ
て
販
竇
す
る
、
卽
ち
生
命
保
險 

.證
券
と
い
ふ
信
用
を
基
礎
と
し
た
無
形
の
商
品
を
需
要
者
で
あ
る
契
約
審
.に
販 

寶
し
て
保
險
契
約
を
締
結
せ
し
む
る
誘
引
を
な
す
行
爲」

と
述
<
、
保
險
證
券 

な
る
商
品
取
引
の
特
長
を
、「

坐
命
保
險
證
券
の
販
賣
に
あ
つ
て
は
、
商
品
卽
.

.

.
六

六

(

八
0
四)

ち
生
命
保
險
證
券
が
賣
手
の
手
を
離
れ
た
後
、
卽
ち
保
險
契
約
が
締
結
せ
ら
れ 

て
買
手
の
手
許
に
渡
さ
れ
た
後
に
な
っ
て
も
、j

定
の
期
間——

所
謂
事
故
の 

發
生
す
る
ま
で
は
每
年
繼
續
し
て
保
險
料
の
拂
込
を
要
す
る
か
ら
一
般
商
品
の 

販
賣
と
異
な
っ
て
賣
賈
當
事
者
間
の
取
引
關
係
と
い
ふ
も
の
が
保
險
料
の
拂
込 

を
要
す
る
期
間
繼
續
す
る」

こ
と
|

商
品
取
§1
關
係
の
S

8—

と
、
 

「

一
股
商
品
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
を
購
入
す
る
こ
と
に
依
っ
て
直
ち
に 

そ
の
商
品
の
價
値
を
享
受
す
る
こ
と
が
出
來
る
け
れ
ど
も

、
-
生
命
保
險
證
券
の 

場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
を
購
入
し
て
も
直
ち
に
そ
の
價
値
を
享
受
す
る
こ
と 

は
出
来
な
いJ

——

價
値
享
受
の
將
來
性——

と
の
ニ
點
に
認
め
て
い
る
。

近
藤
文
一
一
氏
も

「

保

險

學

總

論

」

.(

三
六
五—

三
七
四
頁)

(

昭
和
十
五
年
六 

月
三
十
日
、
有
光
社)

に
お
い
て
、「

保
險
は
そ
れ
が
何
人
の
利
益
の
た
め
で 

.あ
ら
ぅ
と
も
、
そ
の
利
益
を
欲
す
る
各
加
入
者
各
自
の
醵
金
に
ょ
つ
て
^

ま
さ 

れ
る
1-
と
云
ぅ
意
味
の
保
險
の
有
償
性
か
ら
說
き
起
し
て
、r

保
險
の
有
償
性 

は
自
ら
そ
こ
に
ま
た
保

險

の

.商

品

性

を
も
た
ら
す」

’
社
1

險
を
別
し
て
、
 

個
人
保
險==

純
粹
な
る
保
險
は
ー
種
の
商
品
に
し
て
、
保
險
が
企
業
に
ょ
っ
て 

提
供
さ
れ
る
限
り
そ
れ
は
む
し
ろ
！s

然
で
あ
る
と
。
 

_

同
氏
は
さ
ら
に
續
け
て
、
リ
•丨
フ
マ
^

の̂
保
險
商
品
說
と
そ
れ
に
續
く「

保 

險
な
る
商
品
が
持
っ
效
用
を
保
險
加
入
渚
の
心
理
的
性
質
に
求
め
、
こ
れ
を
保 

險
加
入
者
の
保
全
感(s.icherheitsgefiihl)

と
し
て
把
握
す
.る」

と
す
る

保
險
の
か
か
る
效
用
す
な
わ
ち
使
用
償
値
に
關
す
る
所
說
を
、「

保
險
の
商
品 

性
を
妞
上
に
す
る
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
保
險
と
流
通
と
の
交
涉
を
明
か
に
せ 

ん
が
た
め
に
外
な
ら
な
い」

.か
ら
、「

保
險
の
有
償
性
に
關
聯
し
て
そ
の
購
は 

る
べ
き
對
象
と
し
て
の
保
險
の
商
品
性
に
っ
ぃ
て
問
題
と
な
る
の
は…

…

保
險 

商
品
の
實
體
で
あ
る
。
卽
ち
保
險
給
付
の
具
體
的
內
容
で
あ
る」

と
論
じ
て
い

る
。
そ

し

て

ロ

ー

ト

ヶ

ー

ゲ
ル
の
實
_

付

(
s
a
c
h
l
e
l
s
t
u
n
g
)

V
勤
勞
給
付 

广
 D

i
e
n
s
t
l
e
i
s
t
u
n

crq-)、

副
次
的
な
實 

付

(
N
e
b

cpr
d
e
i
s
t
u
n
g
)：

と
し
て 

の
生
命
保
險
の
保
健
施
設(

G
e
s
u
n
d
h
s
i
t
s
d
i
e
n
s
t
)
、

責

任

保

險

，の
權
利
保 

護

(
K
e
c
h
t
s
s
c
h
u
t
z
)

に
關
す
る
問
題
に
も
言
及
し
て
、「

保
險
給
付
は
本
来 

保
險
金
の
f

で
あ
る
べ
く
、
保
險
商
品
の
具
體
的
内
容
は
、
常
に
一
ま
3 :
の 

貨
幣
で
あ
る
。
た
だ
便
宜
上
そ
れ
が
實
物
に
姿
を
代
へ
る
だ
け
の
こ
と
で
あ 

る」

。

っ
ま
り
保
險
な
る
商
品
は
一
般
の
商
品
と
は
そ
の
範
嶋
を
異
に
す
る
一 

種
の
假
裝
的
商
品
で
あ
.る
。「

一
定
額
の
貨
幣
に
對
す
る
一
種
の
解
除
條
件
附 

俊
權
で
あ
っ
て
、
し
か
も
株
券
、
社
債
券
の
如
く
自
由
に
轉
賣
す
る
こ
と
を
許 

さ
れ
な
い
-%
の
で
あ
る
と
見
る」

。

し
か
し
て
保
險
料
は
必
ず
し
も
規
實
の
保 

險
金
に
数
し
支
拂
わ
れ
る
も
の
で
な
く
、
保
險
事
拌
の
發
生
に
際
し
て
の
み
一 

定
の
保
險
金
が
支
拂
わ
れ
る
と
云
ぅ
經
濟
的
關
係
に
お
か
れ
る
こ
と
に
對
し
て 

支
拂
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、「

隨
っ
て
か
か
る
經
濟
的
關
係
の
獲
得
を
一
種
の 

權
利
と
し
て
把
捉
し
、
こ
れ
に
商
品
性
を
興
へ
る
こ
と
は
決
し
て
、
經
濟
的
立 

場
を
見
央
っ
た
わ
け
で
は
な
.い
の
で
あ
る」

と
。

「

保
檢
は
、

一
殷
の
商
品
の
如
く
、
交
換
を
通
じ
て
他
人
の
た
め
に
生
產
さ 

れ
る
勞
働
生
產
物
で
は
な
い」

と
し
て
、
上
述
の
债
權
が
持
っ
使
用
憤
値
は
間 

題
と
な
ら
な
い
と
し
、「

保
險
な
る
債
權
に
よ
つ
て
代
表
せ
ら
れ
る
交
換
債
値 

が
'
何
處
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
ま
た
、
如
何
な
る
場
合
如
何
な
る
量
に
.お
い
て 

も
た
ら
さ
れ
る
か
が
明
か
と
な
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る」

と
す
る
同
跃
の
主
張
は
、
 

さ
ら
に「

保
險
商
品
は
保
險
加
入
者
の
集
圃
卽
ち
い
は
ゆ
る
保
險
團
體
に
よ
っ 

て
生
產
さ
れ
.る
の
で
あ
る」

。
'保
險
團
體
が
保
險
債
權
に
對
し
て
親
實
に
支
拂 

ぅ
貨
幣
額
は
、
實
は
保
險
商
ロg

の
質
手
た
る
保
險
加
入
者
が
商
品
の
§

と
し 

て
保
險
國
鹽
に
安
拂
.っ
た
貨
幣
額
の
蓄
積
.か
ら
支
狒
わ
れ
る
の
で
あ
る
と
し
、

保
險
.商
品
說
の
硏
究
'

「

各
個
の
®

者
、
各
個
の
貢
手
か
ら
見
れ
ば
、
保
險
證
券
に
ょ
っ
て
代
表
せ 

ら
る
る
貨
幣
額
が
、
現
實
に
貨
幣
と
.し
て
自
己
の
手
に
入
る
か
否
か
は
偶
然
で 

あ
る
が
、
i

者
全
體
、
賈
手
全
體
の
立
場
か
ら
い
へ
ば
、
保
險
料
と
し
て
支 

拂
は
れ
た
货
幣
額
が
保
險
金
_と
し
て
戾
っ
て
く
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る」

と
進 

ん
で
、
保
險
商
品
.の
償
格=

保
險
料
の
i

、

形

成

過

程

.の

硏

究

へ

と

發

展

し 

て
い
る
。
 

•

4〕

保
險
商
品
說
の
反
對
論
と
し
て
は
、
口
ー
ル
べ
ッ

ク
の
、
保
險
を
將
來
生
ず 

る
可
^

1

あ
る
給
付
に
對
す
る
請
求
權(

K
e
c
h
i
s
a
n
s
p
r
u
c
h
)

と
㈣
し
で
、
 

こ
れ
を
い
か
な
る
商
品
で
も
な
い
と
し
た
說
が
有
名
で
あ
り
、
わ
が
國
で
も
古 

く
は
森
凱
雄
氏
の「

生
命
保
險
經
營
論」

(

七
六
I七
七
頁)

ハ
吧
？

ー
ハ
ヰ
十
一 

月
.五
日
、
巖
松
堂
書
店)

に
お
け
る
說
、
生
命
保
險
業
を
老
死
を
慮
る
人
々
の 

相
互
扶
助
精
神
に
基
づ
く
加
入
者
相
互
の
共
濟
團
體
と
解
し
、「

生
命
保
險
は
、
 

加
入
者
が
、
毎
年
所
定
の
保
險
斜
を
納
め
、
之
に
對
し
て
、
保
險
經
營
者
側
か 

ら
、
保
險
金
支
⑽
罾
故
發
生
の
場
合
に
め
て
、
保
險
金
の
茭
拂
を
爲
す
も
の
で 

あ
る
と
、
單
に
、
恰
か
も
、
生
命
保
險
を
、
物
品
責
貿
の
如
く
考
へ
て
は
な
ら 

な
い
。
若
し
、
假
り
に
、
斯
儲
な
る
人
は
、.
保
險
の
何
t
る
か
を
知
ら
ず
、
旣 

に
、
過
渡
時
代
に
屬
す
る
人
に
し
て
、
全
く
、
時
代
の
推
移
し
た
る
今
日
、一 

笑
に
附
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
ぅ」

と
。
非
常
に
徹
底
し
た
る
反
對
論
と
目
せ
ら 

れ
る
。
 

;

西

麗

夫

氏

の「

保
險
學
新
論」

(

ニ
七
三
I
三
〇
五
頁)

(

昭
和
十
七
年
三 

月
一
日
、
立
命
館
出
版
部)

に
お
；

「

保
險
の
非
商
品
性」

な
る
主
張
は
、
 

理
路
明
歡
、.論
理
糈
細
に
.1
.て
、
極
め
て
卓
越
せ
る
も
の
で
あ
る
。
同
氏
は
保 

險
を
.「

經
濟
の
合
成
產
物」

と
し
、「

こ
の
經
_濟
は
、
.交
換
の
原
則
に
ょ
り
て 

成
立
し
、
.こ
の
交
換
の
流
れ
の
表
面
に
現
は
れ
る
も
の
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く

六

七

(

八
◦
五)
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商
品
で
あ
る
か
ら
、
經
胄
_
の
_

@
は
、
.當
然
に
商
品
に
集
中
せ
ら
れ
る
。
保 

險
理
諭
を
經
濟
學
的
に
打
建
て
ん
と
す
る
多
く
の
學
者
が
、
右
の
事
實
に
注
意 

を
.奪
は
れ
、.保
險
そ
の
も
の
を
も
商
品
と
し
て
者
ノ
M
せ
ん
と
す
る
は
、
極
め
て 

あ
り
得
べ
き
こ
と」

で
あ
り
、
從
來
の「

法
律
的
若
し
く
は
技
術
的
解
釋
よ
り 

脫
し
得
な
か
っ
た
保
險
理
論
に
不
滿
を
抱
く
人
達
に
と
り
て
は
、
む
し
ろ
意
義 

■あ
る
企
.,
-
-で
あ
る
が
、
し
か
も「

保
險
は
、
.商
品
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
り
、. 

保
險
規
象
は
、
、商
品
概
念
に
よ
る
こ
と
な
'-
<
し
て
、
分
析
解
明
し
得
ら
れ
る」

。
 

脓
く
ー 

般
に
行
わ
れ
て
い
る
保
險
商
品
說
は「

別
段
に
深
き
根
據
が
あ
る
譯
で 

は
な
い」

と
斷
じ
て
、
.「

保
險
の
本
質
は…

…

資
金
.の
?
流
と
沄
ふ
特
殊
の
機 

構
に
外
な
ら
な
い」

。

た
ん
な
る
制
度
と
し
て
だ
け
で
な
く
、「

保
險
の
理
論 

を
經
濟
擧
的
に
打
建
て
ん
と
す
る
限
り
、
ま
づ
、
事
業
と
し
て
の
保
險
が
考
察 

せ
ら
る
べ
き」

で
あ
{>
、
事
業
と
し
て
の
保
險
は「

貨
幣
流
通
の
機
構
に
成
立 

す
る」

、「

貨
幣
と
し
て
の
保
險
粋
と
保
險
金
と
の
交
流
の
間
に
成
立
す
る」

と 

こ
ろ
の
資
金
授
受
と
一K

う
意
味
の一

の
金
融
事
業
で
あ
り
、「
加
入
苕
は
Y
か
\ 

る
金
融
_

と
し
て
の
保
險
の
機
構
の
う
ち
に
、
或
は
貯
蓄
の
目
的
を
以
て
.或 

は
、損
磨
稹
補
の
自
的
を
以
て
入
り
込
むJ

。

こ
れ
ら
の
目
的
は
い
ず
れ
も「

將 

來
の
經
濟
生
活
の
確
保
と
云
ふ
廣
き
■
的
に
含
み
と
ら
れ
る
で
あ
ら
う」
と
。

同
氏
は
保
險
商
品
說
を
&麗
せ
ら
れ
て
、
ま
ず「

保
險
i

は
、
，保
險
な
る 

商
品
の
生
產
販
寶
の
i

」

と
し
て
、保
險
を
一
の
無
形
商
品
と
解
す
る
說——

 

、特
に
宋
高
信
氏
の—

は
、「

眾
に
そ
れ
.の
み
で
は
、
そ
れ
の
然
る
理
由
と 

そ
の
性
質
と
が
明
か
に
せ
ら
れ
た
と
は
云
ひ
難
い」

.
と
難
じ
、
タ
ヘ
ム
に
よ
っ
て 

例
示
せ
ら
れ
て
い
るF

保
險
料
を
價
格
と
な
し
、
從
ひ
て
ま
た
、
そ
れ
の
算
定 

を
原
傲
の
訃
繁
と
し
て
取
扱
ふ」

と
こ
ろ
の
間
接
的
に
保
險
を
商
品
と
す
ろ
說 

似
、「

こ
れ
ら
の
所
説
に
於
て
は
、
保
險
料
が
憤
格
と
せ
ら
れ
な
が
ら
、

㈣

M

• 

-
.
.

六

八
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八
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六)

な
る
も
.の
'

M格
た
る
か
^
說
明
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い」

、
•保
險
料
の
贋
格
た
る 

本
質
は
不
分
_
で

あ

る

と

批

判

し

、

マ
ー
ネ
ス
、

モ
一
ブ

.レ
|
の
^.
で
も
あ
る 

-「

保
險
の
本
質
を
契
約
關
係
と
見
、
保
險
料
を
■保
險
渚
の
f

に
對
す
る
報
醐 

と
す
る」

、，
す
な
わ
ち
保
險
料
を
價
格
と
し
、
保
險
金
の
支
拂
い
を
販
寶
と
す 

る
と
こ
.ろ
の
法
律
的
解
釋
に
基
づ
く
保
險
商
品
説
の
立
場
は
、
保
險
の
經
濟
的 

解
釋
と
法
律
的
解
釋
の
混
合
.せ
る
も
の
に
し
て
、「

保
險
を
商
品
と
す
る
一
聯 

の
見
解
ょ
り
す
れ
ば
、
或
は
左
程
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
な
い」

と
斷
じ
、
 

最
後
に
ロ

ー

ル
べ
ッ
ク
に
例
を
見
ら
れ
る「

保
險
を
特
殊
の
商
品
若
し
く
は
商 

品
類
似
の
も
の
と
す
る」

見
解
、
彼
の
保
險
商
品
性
を
否
定
し
、
こ
れ
を
一
猶 

•の
請
衆&

と
し
な
が
ら
、
な
お
こ
れ
に
拂
込
ま
れ
る
保
險
料
を
優
格
と
し
て
取 

扱
ぅ
保
險
商
品
類
似
説
は
、「

こ
\
に
あ
り
て
も
、
保
險
本
質
に
就
て
は
、
こ 

.れ
を
商
品
若
む
く
は
そ
の
類
似
の
も
の
と
し
て
ゐ
る
譯
で
は
な
い
。
い
な
' 
む 

し
ろ
そ
れ
が
否
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
す
ら
あ
る
。
然
る
に
拘
ら
ず
、
理
論
の 

展
開
か
ら
見
れ
ば
、
逆
に
こ
れ
を
肯
定
し
て
.ゐ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で 

あ
る」

と
そ
の
矛
盾
を
指
摘
し
て
い
る
。

，
同
氏
は
保
險
の
商
品
性
を
吟
味
し
、
豪
束
と
し
て
の
保
險
を
考
察
し
て
、
保 

險
金
と
.し
て
の
と
保
險
料
と
し
て
の
貨
幣
の
提
供
の
對
立
的
一
一
面
の
あ
る
、
..こ 

の
货
幣
の
交
換
.に
保
險
の
商
品
性
を
筧
出
す
と
す
れ
ば
保
險
金
も
保
險
料
も
商 

品
た
る
べ
き
に
、
從
來
の
保
險
商
品
說
が「

保
險
の
商
品
た
る
性
質
を
保
險
金 

の
側
に
の
み
認
め
る
は
、
た

^
恣
意
的
で
あ
り
且
つ
平
面
の
理
論
に
過
ぎ
な 

い」
と
論
じ
、
：
ま
た
.交
換
の
概
念
は
本
来
特
定
一
一
渚
の
對
立
か
ら
導
き
出
さ
れ 

る
も
の
で
あ
る
が
、
，保
險
に
お
い
て「

貨
幣
の
提
供
が
對
立
す
る
と
見
る
な
ら 

•ば
、
そ
れ
は
、
保
險
企
業
と
、
多
數
の
加
入
者
の
ぅ
ち
の
蓋
然
的
な
る
不
特
定 

•の
1

Aと
の
關
係
を
、
然
く
名
付
け
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
一
父
換
と
見
る
こ

と

に

は

多

分

の

無

理

が

，あ
る

」

と
"

勞
働
の
生
產
物
と
し
て
の
商
品
に.つ
い
て
は
、r

保
險
證
鉻
を
以
て
そ
れ
で 

あ
る
と
す
る
が
如
き̂
、
問
題
と
な
ら
な
い

」

。
ま
た「

保
險
企
業
に
於
け
る 

こ
の
^

^_

呆
質
と
し
て
の
保
險
がi

化
さ
れ
、
保
險1

が
現
實
に 

は
こ
の
勞
働
に
よ
つ
て
實
現
す
る

〕
——

を
、
勞
働
.の
生
產
物
と
考
へ
石
と
し.
 

て
も
、
そ
れ
は
、.加
入
者
の
.附
如
保
險
料
に
よ
り
て
償
は
れ
る
の
で
あ
る
。
例 

し
乍
ら
、
加
入
渚
は
、
こ
れ
に
對
し
て
受
取
る
べ
き
何
も
の
を
も
持
た
な
い

」

。

「

保
險
が
、
渾
純
に
需
耍
と
供
給
と
の
對
立
'に
よ
り
て
成
立
す
る
結
果
と
し 

て
、
所
謂
需
要
供
給
の
法
則
は
、

こ
れ
.に
そ
の
ま
\
適
用
せ
ら
れ
難
い」

。
保 

險
は
生
產
と
云
ぅ
方
法
に
よ
ら
な
い
か
ら
、
技
術
的
要
求
さ
え
，充
し
え
る
な
ら 

需
耍
に
應
じ
て
,

1
1®
に
趴
吣
し
え
ら
れ
る
。
保
險
料
を
價
格
と
見
る
と
し
て 

も
、
そ
.れ
は
需
耍
it
減
に
よ
り
て
騰
落
せ
ず
、
時
と
し
て
は
反
對
の
現
象
を
す 

ら
示
す
で
あ
ろ
ぅ
。
常
に
需
^
:

f

衡
、

芷
常
攢
格
^
日
日
巴
匀
す
^

と
市
. 

場
傲
格(

m
a
r
k
e
t

 p
r
i
c
e
)

は
常
時
一
致
す
る
と
す
る
。「

斯
く
の
如
き
保
險 

の
需
給
f

の
特
殊
性
を
認
め
る
な
ら
ば
、
保
險
の
f

を
勞
働
の
生
產
物
た) 

る
商
品
と
見
る
は
、
不
可
能
で
も
あ
.り
、
ま
た
そ
の
必
要
も
な
い」

。
.さ
ら
に 

保
險
料
は
い
わ
ゆ
る
大
數
の
^

^
の
も
と
に
算
定
せ
ら
れ
る
か
ら
、
景
氣
變
動 

に
よ
り
加
入
溝
數
の
增
減
が
あ
つ
て
も
、
こ
の
法
則
の
適
用
せ
ら
れ
る
範
圍
で 

は
保
險
料
は
不
變
に
保
た
れ
る
。
こ
れ
は「

一
般
.Q

i
に
於
て
需
給
に
規
は
，
 

れ
る
と
：こ
ろ
の
景
氣
の
變
励
が
、
そ
の
.影
響
女
敏
感
に
價
格
に
興
へ
る
と
、
根 

本
的
に
異
る」

。か
く
て
一
層
保
險
料
は
こ
れ
を
價
格
と
な
し
難
く
、
保
險
を
商 

品
と
認
め
難
く
な
る
。
 

>
.

保
險
金
請
來
權
、■安
金
牲(sicherhsit)、

安
全
感(siche.rheitgefiihl) 

お
よ
び
補
償(V

 e
r
s
i
c
h
&
T
u
n
g
s
s
c
h
u
t
z
)

な
ど
の
^

を
保
險
商
品
と
す

保
險
商
品
稅
の
阢
究
• 

.

る
見
隊
に
は
、
加
入
者
が
龄
險
料
拂
込r

f

に
ょ
つ
て
獲
得
す
る
の
は
こ
れ
ら
t 

は
な
く
し
て
、「

彼
が
保
險
科
と
保
險
金
と
の
資
金
交
流
の
過
程
に
置
か
れ
る 

と一.K

ふ
そ
の
こ
と
が
、
彼
に
と
り
て
、
安
全
性
や
安
全
感
や
補
償
を
齎
ら
す
の 

で

お

る

」

。
，
こ

れ

ら

は

.

「

保

險

の機
！！

を

、1
K

は

^
加

入

者

の

心

理

的

的

容

に 

立
入
り
て
、：
然
く
名
付
け
た
る
に
外
な
ら
な
い」

と
。
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保
險
商
品
說
と
も
の
批
判
⑵

戰
後
の
わ
が
國
保
險
學
界
に
お
.
い
て%■
、
保

險

商

品

説

の

硏

究

は

盛

ん

で

あ 

\ 

.

六

九

(

八
0

七

)



H
田
學
會
雑
誌
第
四
十
八
卷
第
十
號

る
。
加
奮
作
氏
は
損
害
保
險
講
義
錄「

海
上
保
險」

(

一
5
 (

昭
和
一
平
六 

年
度
、
損
害
保
險
事
業
硏
究
所)

に
て「

海
上
保
險
業
者
は
恰
も
海
上
保
險
と 

い
う
商
品
を
販
賣
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
保
險
者
の
樹
補
責
任
の
範
圍
ま
た 

は
內
容
を
定
め
る
法
律
ま
た
は
約
款
は
保
險
商
品
の
品
質
、
銘
柄
を
決
定
す
る 

%■
'
の」

に
し
て
、
海
上
保
讓
す
な
わ
ち
■
上
保
險
商
品
學
で
あ
る
と
し
、
米

•
 

ハ
介
隆
三
氏
は

「

保

險

制

度
」
(

三
.五
四
頁)

(

損
害
保
險
實
務
講
座
第
ー
卷
、
昭
和 

1i

十
九
年
四
月
三
十
日
、
有
斐
閣)

に
お
い
て
、
•
坐

活

利

益

.の

經

濟

上

に

お

け 

る
あ
り
方
を
基
準
と
し
て
分
け
ら
れ
る
經
濟
的
な
保
險
の
種
別
、
兩
者
の
1

 

が
對
踮
的
で
あ
るr

念
業
保
險
は
商
品
的
t

を
も
ち
、
家
計
保
險
は
役
務
的 

i

を
も
つ」

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
經
濟
學
渚
高
田
保
馬
氏
は「

經
濟
學
原 

理」
(

ニ
五
六—

ニ
五
七
頁
>(

昭
和
ニ
十
ニ
年
五
月
ニ
十
五
日
.、
日
本
評
論
社) 

に
お
い
て
、「

保
險
と
は
一
定
の
事
變
の
生
起
を
條
件
と
し
て
1

す
る
可
_
吣 

傲
權
の
寶
賈
を
一K

ふ」

と
し

て

、

加
入
者
が
債
權
の
金
額
た
る
保
險
金
を
な
に 

び
と
か
め
手
に
ょ
つ
て
^
双
る
ベ
く
支
拂
う
保
險
料
を
價
袼
と
稱
し
て
い
る
。

岡
部
寬
之
氏
は
、
そ
の
聊
新
な
る
內
容
の
ゆ
え
に
廣
く
學
晁
を
刺
戟
し
裨
益
. 

す
る
と
こ
ろ
極
め
て
大
で
あ
つ
た
論
文「

保
險
と
價
P
論」

(

三
ニ
丨
三
七
頁) 

(

昭
和
三
十
年
三
月
、
保
險
學
雜
誌
第
三
八
九
號)

.
に
お
い
て
、「

保
險
と
は 

信
用
制
度
一
般
の
基
礎
に
た
っ
て
萬
二
の
場
合
に
危
險
を
擔
保
す
る
を
内
容
と 

す
る
信
用
と
い
う
商
品
を
組
織
す
る
資
本
主
義
的
企
業
で
あ
る」

と
の
、
保
險 

の
本
質
的
な
把
握
ふ
別
と
す
る
、

一
般
的
、
概
觀
.的
考
察
と
し
て
の
保
險
の
定
■
 

義
を
示
し
て
、
.商
品
が
商
品
た
る
諸
規
定
の
_①
人
間
勞
働
の
生
產
物
に
っ
い 

て
。「

保
險
は
資
本
の
偶
然
的
磨
滅
に
對
す
る
貨
幣
的
操
作
の
代
行
と
い
う『

資 

本
家
的』

存
往
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
人
間
勞
働
の
生
產
物
そ
の
も
の 

f
ii
な
い」

が
、「

保
險
は
貨
幣
的
操
作
と
い
う
勞
働
の
中
の
特
殊
な
も
の
に
對

:

七
0

.(

八
〇
八)

す
る
部
分
的
、
抽
象
的
、
非
有
機
的
、
さ
ら
に
は
抽
象
的
勞
働
力
と
し
て
あ
ら 

わ
れ
る」

點
に
お
い
て
、「

勞
働
力
が
具
體
的
な
、
人
間
的
有
機
體
の
一
括
さ 

れ
た
勞
働
力
と
し
て
の
商
品」

で
あ
る
の
と
相
違
す
る
が
、
こ
れ
は
假
象
的
商 

品
と
し
て
の
勞
働
カ
ー
睽
に
比
し
て
よ
り
保
險
を
假
象
的
商
品
と
す
る
と
述
べ 

て
い
る
。
，

• 

©保
險
の
使
用
價
値
に
つ
い
て
。
ま
ず
使
用
價
値
と
は
社
會
的
人
間
の
な
ん 

ら
か
の
諸
慾
望
を
な
ん
ら
か
の
仕
方
で
充
足
す
る
諸
嵐
性
n
有
用
性
を
も
っ
て 

い
る
と
云
ぅ
こ
と
を
示
し
、.「

こ
の
點
に
於
て
保
險
の
使
用
價
値
は
馮
一
の
場 

合
に
危
險
を
擔
保
す
る
と
去
ぅ
點
に
於
て
他
人
の
慾
望
を
滿
足
す
る
使
用
惯
値 

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
使
用
價
値
は
單
に
觀
念
的
、
抽
象
的
な
る
有
用 

性
も
し
く
は
效
甩
そ
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
然
る
限
り
使
用
價
値
た 

ヴ
得
な
い」

。
.そ
し
て
保
險
.の
使
用
價
値
は
む
し
ろ
勞
働
カ
と
し
て
の
保
險
勞 

働
の
使
用
債
値
に
泶
む
る
べ
く
、.「

だ
が
そ
の
場
合
保
險
勞
働
は
何
等
そ
の
價 

値
に
等
し
い
價
値
を
再
生
產
す
る
も
の
で
な
い
。
そ
の
使
用
價
値
は
な
に
も
價 

値
を
形
成
す
る
も
の
で
な
く
、
保
險
資
本
と
し
て
の
勞
働
力
は
唯
單
に
旣
存 

の
價
値
を
控
除
占
有
す
る
使
用
價
値
と
し
て
の
み
あ
ら
わ
れ
る」

。

こ
の
限
り 

に
お
い
て
保
險
は
商
品
た
り
え
ず
、
假
象
的
商
品
た
る
內
容
も
多
分
に
缺
く
と 

論
述
し
て
い
る
。
 

■

③
交
換
に
っ
い
て
。
保
險
に
.お
い
て
は「

保
險
資
本
家
が
W
な
る
保
險
を
販 

賣
し
て
G
な
る
貨
幣
を
取
得
し
た
場
合
に
.

W
—
G

の
過
程
が
そ
れ
で
終
了
し 

た
の
で
は
な
く
し
て
、
保
險
資
本
家
は
資
本
の
偶
然
的
磨
滅
の
發
坐
す
る
迄
は 

W
な
る
商
品
が
そ
の
手
許
に
保
留
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る」

と
し
、
保
險
は
本 

質
的
に
は
保
險
資
本
家
の
保
險
購
賈
卷
1

(

保
險
加
入
者)

に
對
す
る
價
値
の
保 

管
占
有
に
し
て
、「
そ
こ
に
於
て
は
交
換
は
傲
り
に
も
假
象
的
で
あ
る」

>
。

④
利
謂
追
衆
、
餘
剩
傲
植
獲
得
の
手
段
と
し
て
。
資
本
主
義
社
會
の「

商
品 

に
於
て
重
要
な
事
は
餘
剩
價
値
の
追
求
で
あ
り
、
實
現
で
あ
る
0.
こ
の
事
が
轉 

倒
し
て
餘
剩
價
値
を
追
泶
、
實
現
し
得
る
一
切
の
も
の
が
商
品
と
な
る」

。
.こ 

の
見
解
よ
り
す
れ
ば「

保
險
は
よ
り
多
分
に
資
本
制
商
品
で
あ
る」

と
主
張
す 

る
。さ

て
同
氏
は
普
通
の
商
品
が
ま
ず
單
純
な
る
商
品
と
し
て
現
わ
れ
て
そ
れ
が 

資
本
と
し
て
顯
現
す
る
の
に
對
し
て
、「

保
險
は
資
本
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
そ
の 

資
本
が『

保
險』

を
し
て
商
品
的
な
機
相
、
擬
制
を
呈
せ
し
め
る
の
で
あ
る」

。
 

そ
し
て「

保
險
は
單
純
な
る
商
品
と
b
て
は
あ
ま
り
に
も
假
象
的
商
品
で
あ
る 

が
、
資
本
制
商
品
と
し
て
は
ま
さ
に
商
品
そ
の
も
の
で
あ
る
。
と
は
云
え
商
品 

一
股
の
規
定
と
し
て
は
、
こ
れ
を
商
品
と
し
て
規
定
す
る
よ
り
も
、
■む
し
ろ
假 

象
的
商
品
と
し
て
規
定
す
る
事
が
妥
當
で
あ
ろ
ぅ」

と
結
論
さ
れ
て
い
る
。

佐
波
宣
平
氏
は「

保
險
學
講
案」

(

七1

丨
九
三
頁X

昭
和
二
十
六
年
七
月
五 

日
、
有
斐
閣)

に
て
保
險
商
品
說
を
批
判
し
、r

こ
れ
は
歴
史
的
に
見
て
實
物 

給
付
が
貨
幣
給
付
に
と
っ
て
代
る
よ
ぅ
に
な
っ
て
^
來
の
と
と」

で
あ
り
、.
⑴ 

も
と
保
讓
似
制
に
お
い
て
事
後
處
置
と

し

て

た

だ

一.
っ
で
あ
っ
た
給
付
が
、
 

現
代
的
保
險
に
お
い
て
は
、
給

付(

保
險
料)

.と
反
對
給
付(

保
險
金
，

)

と
い 

ぅ
互
に
對
應
す
る
ー
一
っ
の
も
の
に
分
れ
た
こ
と
、
⑵
近
代
資
本
主
義
の
成
立
に 

よ
っ
て
、
.保
險
の
對
象
と
す
る
固
有
の
危
險
を
も
た
な
い
渚
が
特
に
營
利
企
業 

渚
の
形
を
と
っ
て
著
し
く
大
規
模
な
組
織
を
も
っ
保
險
者
と
し
て
立
ち
現
わ
れ 

た
こ
と
、
⑶
保
險
者
に
對
應
す
る
保
險
契
約
渚
が
原
則
と
し
て
集
團
性
を
缺
く 

個
別
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
等
が
保
險
商
品
說
發
'.生
の
要
因
で
あ
る
が
、「

保
，
 

險
を
ば
市
場
に
寶
質
さ
れ
る
普
通
の
有
形
財
商
品
、
し
か
も
大
量
生
產
さ
れ
る 

工
業
製
品
と
全
く
同
じ」

と
し
、保
險
の
附
從
契
約
の
勸
を
も
っ
て
、保
險
料
、

.

保
險
商
品
說
の
硏
究
'

保
險
契
約
條
件
の
保
險
渚
決
定
の
事
實
を
し
て
普
通
商
品
の
場
合
と
同
一
視
す 

る
見
解
に
對
し
、「

保
險
が
特
に
一
般
商
品
と
異
る

と

こ
ろ
は
' 
そ

こ

に

、
賈 

い
占
め
•
賣
り
惜
し
み
•
賣
れ
殘
り.

p
ri(

ス
ト
ッ
ク)
が
な
く
、
轉
賣
や 

賈
い
戾
し
を
目
當
て
の
投
機
的
需
要
が
な
，い
こ
と
か
ら
明
白
で
あ
る」

。
保
險 

に
は
需
供
間
に
空
隙
な
く
、，
需
要
卽
i

を
本
質
的
に
構
成
す
る
か
ら
で
あ
る 

と
し
て
、「

保
險
を
た
だ
ち
に
一
殷
商
品
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い」 

と
。

「

印
南
傅
吉
氏
の「

保
險
經
濟J

改
訂
版(

ニ
五
ー
ー
ニ
五
■

ニ
頁)

(

昭
和
二
十 

九
年
二
月
六
日
、
白
桃
書
房)

に

お

い

て

も

、

保
險
を
一
個
の
契
約
と
し
保
險 

料
を
報
酬
と
す
る
，法
律
學
的
保
險
商
品
說
を
批
判
し
、「

保
險
は
商
品
で
な
く
、
 

保
險
料
は
そ
の
對
價
で
な
い
。
保
險
の
奉
仕
給
付
は
集
團
的
給
付(Koll

e
k
t
- 

.v
l
e
i
s
t
u
n
g
〕 

で
あ
り
、
特
殊
な
信
託
事
業
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
商
品
と
呼
ぶ 

こ
と
は
誤
解
を
招
く
ゆ
え
ん
で
あ
る」

と
し
な
が
ら
も
、
後
半
に
お
い
て
商
品 

の
物
神
崇
拜
的
性
質
が
支
配
的
で
あ
る
社
會
で
は
、
保
險
者
は
保
險
證
券
を
販 

賣
し
、
保
險
料
を
そ
の
價
格
と
し
、
保
險
給
付
を
‘一
の
無
形
商
品
と
し
、
加
入 

者
を
こ
の
特
殊
商
品
購
買
者
、
保
險
團
體
は
こ
の
よ
ぅ
な「

罾
豸」

の
偶
然
的 

集
團
と
す
る
保
險
商
品
説
は
、r

こ
れ
は
資
本
主
義
社
會
に
い
か
に
も
ふ

さ

わ 

し
い
み
か
た
な
の
で
あ
る」

と
の
相
反
す
る
ニ
説
が
踵
を
接
し
て
述
べ
ら
れ
て 

い
る
'

•
西
讓
夫
氏
は
ご
く
最
近
の
勞
作
'「

保
險
學
の
立
場」

(

五
丨
ニ
ー
頁)

(

昭 

和
三
十
年
七
月
、
保
險
學
雜
誌
k

三
九
〇
號)

に
お
い
て
、
經
濟
生
活
確
保 

説
、
欲
求
充
足
說(

入
用
說)

、

そ
の
他
の
學
說
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
多
く 

の
學
者
が
、!¥
-
'薄
の
差
は
あ
れ
>
保
險
商
品
說
に
腸
し
て
い
る
事
實
を
指
摘
し
、
 

「

の
み
な
ら
ず
、
商
品
説
と
し
て
最
も
す
ぐ
れ
た
見
解
は
、
實
は
、
經
濟
生
活

\ 
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•
確

保

說

の

う

ち

に

見

、出

さ

れ

る

」

と

述

べ

て

い

る
。

- 

■

さ
て
同
氏
は
保
險
の
本
質
た
る
と
こ
ろ
の
保
險
機
^
を
、「

そ
の
運
營
の
擔 

常
者
で
あ
り
、
ま
た
^

^
者
た
る
と
こ
ろ
の
、
保
險
企
業
の
存
在
を
前
提
と
し 

需
要
溝
た
る
多
數
の
加
入
者
が
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
、
個
々
に
結
び
っ
く
こ
と 

に
ょ
つ
て
、
具
體
的
に
成
立
し
て
い
る」

.と
說
明
し
、「

保
險
の
效
用
を
■

 

せ
し
め
る
特
有
の
技
術
と
い
う
の
は
實
は
、
こ
の
保
險
企
業
の
經
營
操
作
で
あ 

り
、
ま
.た
、
企
業
と
し
て
の
、
も
ろ
も
ろ
の
手
段
の
體
系
に
他
な
ら
な
い
.

」

。
し 

か
し
て
保
險
の
技
術
た
る
こ
の
操
作
は
っ
ね
に
貨
幣
の
授
受
と
し
で
規
わ

れ

、 

.

「

保
險
企
業
は
、
ま
さ
し
く
、
そ
れ
み
ず
か
ら
の
操
作
と
し
て
、
こ
の
貨
幣
の 

_

を
擔
當
す
る」

.0r

こ
の
^
幣
授
受
の
關
係
を
交
換
と
見
て
、
賣
賈
の
概
念 

を
と
り
入
れ
る
に
し
て
も
、
實
は
、
加
入
者
に
と
っ
て
は
、
み
ず
か
ら
の
も
の 

を
み
ず
か
ら
受
取
る
と
い
う
關
係
に
於
，て
、

一
定
の
保
險
金
に
對
1
て
、
あ
ら 

か
じ
め
一
定
の
保
險
料
を
支
拂
う
に
す
ぎ
ぬ」

の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
も 

な
お
商
品
の
概
念
か
ら
離
れ
得
な
い
理
由
を
、r

實
は
、
そ
の
奥
に
於V

、

保
險 

契
約
の
意
識
に
支
配
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る」

と
論
じ
、「
そ
れ
は
法
律
學 

的
解
釋
を
、
た
ま
た
ま
經
濟
學
的
用
語
に
.置
き
か
え
た
、
い
わ
ば
擬
制
に
す
ぎ 

な
い」

。「

保
險
學
が
、舊
來
の
法
簾
の
領
域
か
ら
進
ん
で
、經
濟
學
と
し
て
の 

體
系
を
と
と
の
え
、
っ
い
に
、
商
品
說
の
形
に
於
て
、
學
問
的
地
位
を
獲
得
し 

た
が
、
し
か
も
そ
の
す
ぐ
れ
，た
商
品
說
に
於
て
、測
ら
ず
も
、双
期
の
_

^
の
誤 

謬
を
暴
露
す
る
に
至
っ
た
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
皮
肉
に
も
、
否
定
さ
れ 

た
は
ず
の
も
の
を
、
>
ま
は
異
っ
た
形
で
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る」

と
。

因保險は商品か 

商
品
が
商
品
で
あ
る
た
め
の
要
件
は
、
.
r

(

A)

勞
働
生
產
物——

遛
値
で
あ

.

七
ニ 

(

八
一
〇)

る
こ
と
、(

B)

使
用
價
値——

他
人
の
た
め
の
使
用
價
値
、
社
會
的
僵
値
で
あ 

る
こ
と
、
C
G

)

し

か

へ
も

交
換
を
通
じ
て
そ
れ
が
使
用
價
値
と
し
て
役
立
て
ら
れ 

る
人
の
手
に
渡
る
こ
と」

で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
保
險
商
品
說
も
特
に
こ
れ
ら 

の
諸
點
か
ら
の
硏
究
を
必
要
と
す
る
。

.
さ
て
マ
.ル
ク

ス

は
、
.商
品
は
そ
の
諸
馬
性
に
よ

り

人
間
の
欲
望
を
充
た
す
一 

の
外
的
對
象
.
一
の
物
で
あ
る
と
し
、「

こ
れ
ら
の
欲
望
の
本
性
は
、

そ
れ
が 

•例
え
ば
胃
の
腑
か
ら
生
じ
よ
う
と
、
幻
想
か
ら
生
じ
よ
う
と
、
何
ら
事
態
を
變 

.化
さ
せ
な
い」

と
論
じ
、
.「

願
望
は
欲
望
を
含
む
。
そ
れ
は
心
の
食
愁
で
あ
っ 

て
、
飢
餓
が
肉
體
に
と
っ
て
自
然
的
な
の
と
同
じ
く
自
然
的
で
あ
る
。…

…

大 

多

數(

の
物)

は
、
心
の
欲
望
を
充
た
す
が
ゆ
え
に
そ
の
<1
値
を
も
っ」

と
こ 

れ
に
註
し
て
、.

qあ
る
物
の
有
用
挫
は
、
そ
の
物
を
使
用
價
値
た
ら
し
め
る」 

と
示
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
人
が
保
險
に
加
入
す
る
の
は
、

「

不
確
定
な
る 

將
來
に
.對
す
る
經
濟
上
の
保
護
を
得
よ
う
と
す
る
動
機」

か
ら
で
あ
り
、
保
險 

に
.共
通
な
特
質
的
な
目
的
は
1
能
的
な
損
害
ま
た
は
缺
乏
に
對
し
保
障
を
得
ん 

と
す
る
一，殷
的
考
慮
に
し(

て
、
保
險
に
加
入
す
る
こ
と
は
將
來
の
經
濟
生
活
に 

安
心
せ
ん
と
す
る
現
在
の
心
の
.欲
望
を
充
た
す
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
安
心
感 

の
體
化
し
た
も
の
で
あ
る
保
險
證
券
は
、
原
則
と
：し
て
保
險
契
約
者
常
人
に
し 

か

そ

の

精

祌

的

な

有

用

性

を

齎

ざ

^

、
他

人

が

こ

れ

を

所

有

し

た

と

し

て

も

な 

ん
ら
.の
な
に

ほ

ど.の
安
心
感
も
生
じ
な
い
の
が
特
色
で
あ
る
。

交

換

と

袞

う

見

地

よ

り

保

險

を

考

察

し

て

み

る

と

、

%:
來

保

險

な

る

物

が

す 

.で

に

生

產

さ

れ

(

保
險
者
の
も
と
に)

、
陳
列
あ
る
い
は
提
示
せ
ら
れ
て(

保 

險
仲
立
人
、
代
理
店
お
よ
び
外
務
員
に
よ
っ
て)

、
.
販

賣

(

保
險
契
約
者
に) 

す
な
わ
ち
貨
幣(
保
險
料)

と
交
換
せ
ら
れ
る
と
す
る
の
は
芷
し
く
な
い
。
'保 

險
料
の
拂
込
み
が
あ
っ
て
初
め
て
保
險
金
の
支
拂
い
が
可
能
と
な
り
、
か
つ
.架

險
資
產
も
蓄
樹
せ
ら
れ
て
、■

こ
こ
に
保
險
の
效
用
發
揮
の
ぅ
ら
づ
け
が
生
じ
、
 

そ
の
有
用
性
裏
の
段
階
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
.同
じ
保
險
に
し
て
も
、：

保 

險
加
入
者
數
が
多
く
そ
の
資
產
が
大
で
あ
り
、
從
っ
て
保
險
金
茭
拂
能
力
の
大 

な
る
企
業
の
も
の
ほ
ど
、
そ
の
安
心
感
は
大
と
な
る
。
保
險
料
拂
込
み
の
行
爲 

は
一
の
經
濟
制
度
と
し
て
の
保
險
成
立
の
基
礎
的
に
し
て
最

重

.要

な

一

過

程

で 

あ
つ
て
、
こ
れ
を
交
換
.現
象
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

•

保
險
料
と
保
險
證
券
の
交
換
と
す
る
こ
と
。
わ
が
國
商
法
第
六
四
九
條 

①

「

保
險
渚
ハ
保
險
,
ぬ
者
ノ
請
求
ニ
因
リ
保
險
證
券
ヲ
交
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
耍 

ス」

と
規
定
せ
ら
れ
、
保
險
者
は
保
險
契
約
者
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み 

保
險
證
券
を
發
行
す
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
の
發
行
が
常
態
と
な 

つ
て
い
る
の
は
、
.こ
の
こ
と
が
保
險
契
約
當
事
者
®
方
に
と
つ
て
便
宜
'だ
.か
ら 

だ
け
で
あ
り
、
現
に
保
險
契
約
艘
續
の
場
合
に
は
、
.こ
れ
が
新
契
約
の
發
生
た 

る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
新
に
保
險
證
鉻
を
發
行
す
る
こ
と
な
く
、
從
前
.の
保
險
證 

势
と
_
續
保
險
料
領
收
證
.を
も
っ
て
.こ
れ
に
代
え
る
.の
が
.一
股
.で

あ

る

。
.
.
保

險 

證
錄
は
契
約
成
立
の
要
件
で
は
な
い
。
か
っ
ま
た
保
險
證
券
はA

ん
な
る
證
據 

證
券
に
過
ぎ
ず
、
契
約
書
に
あ
ら
ず
、
設
權
證
券
、
引
渡
證
券
、
奮
證
券
の 

い
ず
れ
に
も
屬
さ
な
い
弱
效
カ
の
も
の
で
あ
る
。
：〈

保
險
料
を
も
っ
て
保
險
l
ft
f
A 

券
を
講
入
す
る==

保
險
證
券
を
保
險
料
と
引
換
え
に
販
賫
す
る〉

と
す
る
見
解 

は
、
保
險
證
券
が
法
律
的
に
上
述
の
ご
と
き
性
格
の
も
.の
で
あ
■る
か
ぎ
り
、
こ 

れ
を
妥
當
な
る
も
の
ど
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

‘

保
險
料
と
保
險
給
付
す
な
わ
ち
保
險
金
あ
る
い
.は
現
1
と
の
交
換
と
す
る
こ 

と
。.
保
險
金
は
保
險
事
故
發
生
の
場
合
に
茭
拂
わ
れ
へ
る
。
こ
れ
は
總
て
の
各
一 

件
々
々
の
保
險
契
約
に
っ
き
生
ず
る
と
云
っ
た
.現
象
で
は
な
く
、大
數
法
則
の
、
 

確
璀
の
原
理
に
則
つ
て
そ
の
ぅ
ち
の
‘ぁ
る
特
定
の
若
干
契
約
に
つ
き
發
生
し
、

保
險
商
品
說
の
研
究

.

多
く
の
保
險
金
受
取
人
は
事
故
不
發
生
の
.ゆ
え
に
保
險
金
を
受
取
る
こ
と
が
無 

く
、
そ
し
.て
そ
う
で
な
く
て
は
保
險
は
成
立
し
な
い
し
、
ま
.た
意
味
が
な
い
。
 

保
險
料
と
保
險
金
は
必
ず
し
も
交
換
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
現 

物
塡
補
の
場
合
で
も
同
じ
で
あ
る
。
か
つ
ま
た
ー
丑
保
險
金
を
受
取
つ
た
と
し 

て
も
、
こ
れ
は
.保
險
契
約
者
の
酸
出
す
る
保
險
料
の
一
部
の
純
保
險
料
が
集
聚 

.
蓄
積
せ
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
契
約
者
全
員
と
し
て
見
れ
ば
自
ら
の
も
の
. 

を
自
ら
購
入
す
る
と
5:
う
こ
.と
に
な
り
、
こ
れ
は
明
か
に
保
險
者
に
よ
る
.一
種 

の
貨
幣
技
術
的
操
作
の
代
行
と
す
る
ベ
.身
で
あ
つ
て
、
こ
こ
に
も
い
わ
ゆ
る
交 

換
規
象
な
る
も
の
を
發
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

.「

あ
ら
ゆ
る
物
が
商
品
と
な
る
資
本
主
義
社
會
は
も
ち
ろ
ん
の
.こ
と
、
：
あ
る 

程
度
に
種
々
な
る
物
が
商
品
と
し
て
互
に
關
！

f

し
合
う
と
い
う
こ
と
に
な
る 

と
、
そ
れ
は
決
し
て
'一
胄
畠
が
他
の
特
定
の
商
品
と
互
に
交
換
さ
れ
る
と
い
う 

こ
と
に
は
■な
ら
な
い
。
商
品
は
あ
ら
ゆ
る
商
品
と
交
換
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
な 

'

け
れ
ば
‘な
ら
な
い
か
ら
で
あ
！̂j。

と
こ
ろ
で
資
本
の
商
品
化
し
た
、「

所
有
者 

に
.所

得

を

も

た
ら
す
®

證
券
の
か
た
ち
で
存
在
す
る
資
本」

で
あ
る
罾
㈣
資 

本
、
す
な
わ
ち
株
券
、，
债
券
お
よ
び
手
形
が
そ
の
市
場
で
あ
る
證
券
取
引
所
で 

賣
賈
せ
ら
れ
る
の
と
相
違
し
、
保
險
證
券
は
！̂

證

券

で

は

な

く

、
.證

券

市

場 

に
登
場
す
る
こ
と
も
な
い
。，「

保
險
證
券
は
、
手
形
の
や
う
に
證
券
的
愦
務
を 

設
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
保
險
金
請
衆
權
は
保
險
料
の
芷
規
支
拂
其
他
の
義 

務
履
行
等
、
保
險
證
券
外
の
種
々
の
事
情
に
懸
.つ
て
ゐ
る
か
ら
、
m
獨
に
流
通 

す
る
に
は
不
適
當
で
あ
%」

。「

保
險
證
券
は…

…

證
據
證
券
、
要
因
證
券
、
要 

式
證
券
で
、
時
に
は
免
責
證
券
た
，る
こ
と
も
あ
る
。
保
險
契
約
上
の
權
利
に
は 

絕
對
性
が
な
く
、
■
'
そ
の
發
生
原
因
た
る
行
爲
卽
ち
保
險
•
約
と
ボ
胃
分
の
罾
㈥ 

的
權
利
で
あ
る
か
ら
、
保
險
證
券
は
要
因
證
券
で
あ
る」

。
.從
つ
て
手
形
の
よ

. 
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三
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學
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雜
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四
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八
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第
十
號

う
に
絕
對
權
を
表
象
す
る
證
券
に
比
し
移
轉
の
自
由
が
著
し
く
制
限
せ
ら
れ
る 

の
で
あ
る
。
保
險
證
券
は
移
轉
せ
ら
れ
る
こ
と
少
な(

<!
、
市
場
で
賣
賈
せ
ら
れ
. 

る
と
云
つ
た
も
の
で
な
く
、
貨
幣
と
も
交
換
せ
ら
れ
ず
、
從
つ
て
ま
た
あ
ら
ゆ 

る
商
品
と
交
換
せ
ら
れ
う
^.
も
の
で
も
な
い
。
.

.

.

.
保
醫
用
は
寶
買
、
簿
記
、
貨
幣
等
の
純
粋
の
流
通
費
用
や
運
輸
、
保
管
の 

I

用
と
同
じ
く
流
通
費
用
の
一
種
で
あ
る
。
流
通
費
用
は
資
本
家
的
生
產
關 

係
の
內
部
に
お
い
て
資
本
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
純
粹
の
商
品
の
賣
買 

が
商
業
资
本
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
と
同
じ
く
、
保
險
、
運
輸
、
保
管
の
流
通 

費
甩
は
資
本
家
的
に
分
擔
經
營
せ
ら
れ
て
、
こ
れ
は
流
通
費
用
の
1)
ぬ
の
ほ
^
 

を
簡
す
。

へy
ル
ク
ス
は
商
品
お
よ
び
運
輸
の
結
果
を
利
用
效
果
と
い
う
用
語
で
表
し
て
■ 

い
か
。
，そ
し
て「

運
送
費
用
の
生
i

用
た
る
所
以
は
、…

…

運
送
費
用
に
よ 

1 0)

て
生
産
さ
れ
る
の
は
、
運
送=

位
置
變
化
な
る
利
用
效
果
そ
.の
も
.の
で
あ 

る」

。
利
用
效
果
と
は
使
用
價
値
の
一
變
化
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
對
象
的
形
態 

を
と
ら
ぬ
場
合
を
云
い
、
利
用
效
果
は
生
產
過
程
の
持
續
中
に
の
み
1

さ 

れ
、
生
產
過
程
と
共
に
消
滅
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
共
に
渐
た
に
創
避
さ
れ
た 

價
値
も
亩
己
を
移
轉
せ
し
め
る
も
の
の
に
拘
ら
ず
消
滅
す
る
の
で
あ
る
。
 

か
か
る
利
用
效
果
こ
そ
が
、
例
え
ば
運
轍
な
る
生
產
過
程
の
直
接
の
生
產
物
で 

;
あ
っ
て
そ
れ
以
外
に
な
い
。
警
的
生
產
の
一
領
域
で
あ
り
、
人
間
や
商
品
を 

運
送
す
る
運
輸
產
業
は
、勞
働
對
象
に
っ
い
て
空
間
的
變
化
、場
^
の
變
化
な
る 

一
っ
の
實
體
的
變
化
を
筒
す
が
、「

人
間
の
運
輸
に
か
ん
し
て
は
、

こ
の
こ
と 

は
、
そ
の
人
た
ち
に
企
業
家
に
よ
っ
て
提
共
さ
れ
る
一
っ
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
と
し 

て
の
み
あ
ら
わ
れ
る」

。

こ
の
サ
I
ヴ
ィ
ス
の
購
買
者
を
乘
客
と
し
、

販
賣
者 

を
運
輸
企
業
家
と
し
て
い
る
が
1、
こ
の
場
合
、
販
賣
し
購
買
せ
ら
れ
て
い
る
も
.

七

四
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の
は
利
用
效
果
そ
0
も
の
で
あ
，る
。

.
と
こ
ろ
で
保
險
費
用
は
い
が
な
る
意
味
に
お
いV

も生用でなく、運
 

輸
費
用
が
利
用
效
果
の
生
產
費
用
で
あ
る
の
と
は
相
違
す
る
。
運
輸
業
が——

 

そ
し
て
保
管
業
に
お
い
て
も

同
じ
で
あ
る
が
I

利
用
效
果
の
生
產
で
あ
り
腋 

賣

で

あ

る

ご

と

く

に

、

た

と

え

保

險

費

用

が

運

^

^

用

や

保

管

費

用

と

共

に

流 

通
費
用
の
一
た
り
と
し

て

も

、.
保
險
業
を
こ
れ
ら
と
.同
一
領
域
、
同
.一
達

の 

產
業
と
理
解
し
て
は
，な
ら
な
い
。

'共
に
商
業
資
本
の
一
種
で
あ
り
な
が
.ら

ハ

貨

幣

取

扱

資

本

と

商

品

取

扱

^

本 

と
は
い
か
に
區
別
せ
ち
れ
る
か
。「

純
粋
な
形
態
の
貨
幣
取
扱
資
本…

…

は
、
 

商
品
流
通
の
一
モ
メ
ン
ド
で
あ
る
貨
幣
流
通
の
技
術
、
お
よ
び
貨
幣
流
通
か
ら 

生
ず
る
，貨
幣
の
諸
機
能
と
關
係
す
る
だ
け
で
あ
る
の
に
、
商
品
取
极
資
本
は
商 

品
轉
形
と
商
品
交
換
を
媒
介
し
、
こ
の
よ
う
な
商
品
資
本
の
過
程
を
1

資
本 

か
ら
分
離
し
た
一
つ
の
獨
立
的
_
ホ
の
過
程
と
し
て
あ
ら
わ
さ
せ
る(

|—
1。

)

商
品 

取
扱
資
本
の
資
本
と
し
て
の
運
動
がG

I
W
I
G
、

と
云
う
獨
特
の|

流
通
形 

態
を
示
す
の
に
對
し
、
.貨
幣
取
扱
資
本
は
轉
形
の
物
的
諸
契
機
に
で
は
な
く
轉 

形
の
技
術
的
諸
契
機
に
だ
け
關
係
し
て
、
そ
こ
に
は
商
品
取
扱
資
本
に
認
め
ら 

れ
る
よ
う
な
特
定
の
形
態
は
存
在
せ
ず
、
た
だ
貨
幣
流
通
の
技
術
的
媒
介
に
必 

要
な
貨
幣
資
本
が
特
定
の
賛
本
家
す
な
わ
ち
貨
幣
取
极
資
本
家
た
ち
に
よ
つ
て 

前
貸
•
投
下
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
資
本
の
一
殷
的
形
態
Q

I

Q、
は
こ
こ
に
も
見 

出
さ
れ
る
。
.そ
し
て「

商
品
取
扱
資
本
は
、
た
い
て
い
の
ば
あ
い
、
資

本(

自 

己
資
本
で
あ
れ
、
借
入
に
よ
る
他
人
資
本
で
あ
れ)

の

大

部

分

を

商

品

の

_

質 

の
た
め
に
投
下
し(

委
託
賣
買
業
者
、
賣
賈
仲
介
業
者
は
資
本
を
商
品
の
膦
質 

の
た
め
に
投
下
し
タ
い
で
、
他
人
の
商
品
賣
買
を
媒
介
す
る
に
す
ぎ
な
い)

、
 

他

の

一

部

分

を

そ

の

ほ

か

の

商

品

賣

貢

上

、

簿

記

上

の

純

粹

流

通

費

用

の

た

.め

に
支
出
す
る
の
に
た
い
し
て
、
產
業
資
本
家
や
商
人
た
ち
の
流
通
内
に
あ
■る
貨
■. 

幣
資
本
を
と
り
あ
っ
か
ぅ
貨
辦
取
扱
資
本
家
は
、
け
っ
し
て
流
通
に
必
要
な
貨 

幣
量
そ
の
も
の
を
貨
幣
資
本
と
し
て
投
下
す
る
の
で
は
な
く
、
貨
幣
流
通
の
技 

術
的
媒
介
に
必
要
な
货
幣
資
本
量
だ
け

を

投
下
し
、
こ

れ
を
純
粹
流
通
費
用 

(

貨
幣
の
純
技
術
的
諸
操
作
の
た
め
に
必
要
な
事
務
所
、
事
務
所
の
敷
地
、
事 

務
上
の
諸
要
具
や
勞
働
力
な
ど
の
諸
費
用)

と
し
て
支
出
す
る」

。.

か
く
の
ご
と
き
雨
資
本
の
特
長
を
i

す
れ
ば
、
保
險
資
本
は
明
か
に
貨
幣 

取
扱
資
本
に
.馬
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解
义
。
.保
險
資
本
は
貨
幣
の
純
技
術 

的
諸
操
作
の
た
め
に
必
要
な
事
務
所
、
事
務
所
の
敷
地
、
事
務
上
の
諸
耍
具
お 

ょ
び
勞
働
力
な
ど
の
諸
費
用
に
支
砠
さ
れ
、
i

の
純
技
術
的
諸
操
作
と
は 

<綠
保
險
料
の
獲
得
•
集
聚
1
>責
任
準
備
金
の
蓄
積
.
運
用
丨
>保
險
金
の
支 

拂>

 

で
あ
っ
て

、

保
險
業
は
保
險
な
る
商
品
の
轉
形
.交
換
を
媒
介
す
る
も
の
• 

で
は
な
く
、
上
述
の
货
幣
操
作
の
代
行
業
で
あ
り
、
そ
の
經
營
機
構
に
は「

⑴ 

事
業
經
營
の
中
樞
機
構
を
形
成
す
る
統
轄
業
務
、
⑵
保
險
料
の
收
納
、
⑶
保
險 

金
の
支
給
の
ほ
か
、
⑷
資
產
の
管
理
運
用
の
四
っ
の
主
要
業
務
を
處
理
す
る
機 

構
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
一
般
事
務
と
し
て
記
錄
、
計
理
、
統
計
、
庶
務
な
ど
の
. 

諸
事
務
が
あ
る」

。

•

■

「

貨
幣
取
引
は
何
ら
か
の
獨
立
な
る
取
引
で
は
な
.い
、
獨
立
な
る
流
通
部
面
. 

で
は
な
い
。
加
之
そ
れ
は
、
言
葉
の
眞
の
意
味
に
於
け
る
取
引
で
さ
へ
な
い」

。
 

…
…

「

貨
幣
取
引
！
者
は
經
濟
的
意
味
に
於
け
る
如
何
な
る
轉
形
を
も
如
何
な 

る
流
通
.を
も
行
は
な
㈧」

。
彼
は
事
務
所
.の
敷
地
を
貿
っ
た
力
借
り
た
り
し
、

■ 

ま
た
使
用
人
を
傭
ぅ
‘が
、
し
か
し
事
務
所
の
價
値
や
使
用
人
の
勞
働
カ
の
債
値 

や
は
い
ず
れ
も
稗
生
產
さ
れ
た
り
流
通
晁
に
お
い
'て
移
轉
さ
れ
た
り
し
な
い
。
. 

彼
の
資
本
は
貨
幣
形
態
ょ
り
こ
れ
ら
の
流
通
上
の
諸
要
因
に
轉
化
す
る
。
こ
れ

保
險
商
品
說
の
硏
究.

.

ら
の
費
用
の
た
め
に
前
貸
し
さ
れ
た
^
パ
は
他
の
源
泉
す
な
わ
ち
生
產
部
面
に 

お
い
て
造
出
さ
れ
た
る
剩
餘
M
値
か
ら
[E
1
双
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
«
罾
資
本
の 

生
產
資
本
ま
た
は
商
品
資
本
へ
の
轉
化
で
は
.な
く
、
た
ん
な
る
貨
幣
の
支
出
に 

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
貨
幣
取
扱
資
本
の
も
と
に
雇
傭
さ
取
、
そ
の
命 

令
下
に
貨
幣
の
技
術
的
諸
操
作
を
行
っ
て
い
る
出
納
係
、
正
金
引
換
人
、
簿
記 

係
等
々
の
.勞
働
者
と
は
賣
賈
は
無
關
係
に
行
わ
れ
、
彼
等
の
仕
事
は
流
通
に
ょ 

つ
て
生
起
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
自
身
は
流
通
で
は
な
い
。
 

彼
等
の
勞
働
カ
は
價
値
も
剩
餘
價
値
も
生
產
せ
ず
、
生
產
資
本
の
諸
要
素
と
は 

な
ら
な
い
。
貨
幣
取
扱
業
者
の
一
種
で
あ
る
保
i

に
お
け
る
保
險
勞
働
者
の 

勞
働
力
は
.、
な
ん
ら
の
價
値
お
ょ
び
剩
餘
價
値
も
生
產
せ
ず
、
そ
し
て
も
ち
ろ 

ん
保
險
は
勞
働
生
產
物
で
は
決
し
て
な
い
。

さ
て
こ
こ
に
本
稿
の
結
論
を
記
せ
ば
、
'す
な
わ
ち
保
險
は
商
品
に
あ
ら
ず
、
 

從
つ
て
保
險
商
品
説
は
、
少
く
と
も
經
濟
學
的
に
は
、
こ
れ
を
正
當
な
る
所
說 

と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
。

(

註
1)

遊
部
久
藏
氏「

價
値
と
價
格」

一
〇
九
頁
。

(

註
2)

前
揭「

資
本
論」

第
一
部
.上
第
一
.篇
第
一
章
第
一
節
ニ 

三—

一一四頁。

，

 

.

(

註
3) 

. Jo
s
e
f

 

H
u
p
l
k
a
.
Z
e
i
t
s
c
h
r
i
f
i
:

 

fur. d
a
s

 geraa,mt

<p 

d
e
l
s
r
e
c
h
t

 u
n
d

 K
o
n
k
u
r
w
r
o
c
h
t
,

 

w
a
n
d

 

66.

’

.，

フ
プ
ヵ
.の
保
險
の
定
義
は
'經
濟
生
活
確
保

誨

(

名ihtschaftliche— 

s
c
h
u
t
z
t
h
e
o
r
i
e
)

に
屬
ナ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

。
-,
保
險
契
約
と
は 

當
時
者
の
一
方(

保
險
契
約
者)

が
、
將
來
の
欲
求
を
確
實
に
充
足
'せ
ん 

.
と
す
る
目
的
を
も
っ
て
、1

定
の
蕻
故
ま
た
は
時
點〈

保
險
事
'故)

に
對

七

五

(

八
.一
三)



三
甶
學
會
雜
誌
第
四
十
八
卷
第
十
號

し
、
相
手
方(

保
.險
者)

よ
り
給
付
を
受
け
る
こ
と
を
約
す
る
有
償
契
約 

で
あ
っ
て
、
そ
の
給
付
の
支
拂
範
園
ま
た
は
反
對
給
付
へ
の
關
係
は
'
保 

險
契
約
者
ま
た
-f
t
笫
一
一
一
者
の
财
產
或
は
人
身
に
關
す
る
不
確
定
な
寧
®

に

よ
つ
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る」

と
。

パ
註
4

0
他
人
の
た
め
に
.す
る
保
險
契
，約
とiK

ぅ
の
.が
あ
る
が
、
こ
の
場
合 

で
も
社
會
的
常
識
か
ら
し
て
、
こ
の
他
人
と
保
險
契
約
^

と̂

に
經
濟
的
、

一血
緣
的
そ
の
他
な
ん
ら
か
の
關
係
が
あ
り
、

こ
の
他
人
の
' た
め
に
保
險
を 

附
す
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
契
約
者
自
身
の
た
め
に
好
影
響
、
好
結
果
を
齋 

す
か
ら
で
あ
ろ
ぅ
と
さ
れ
る
。

E

5

W
 

A、

保

i

の

經

濟

的

效

用
.
㈠
個

別

經

濟

的

效

用

1

、
個
別
經

 

濟
の
信
用
%

進

2

、
個
別
經
濟
資
本
の
維
持
、

所

得

保

全
-'
㈡

國
民
經

 

,

濟

的

效

用

ュ

、

1
國
產
業
の
維
持
''
.
發

展

2

、

金

融

カ

增

强

闫

國

 

際

的

效

用

1

、
國
際
通
商
關
係
の：

緊

密

，
隆
昌
、
2

、
國
際
經
濟
の
安

 

定
ゝ
發
厥
。
B

、

社

會

的

效

用

1

、

社

會

生

活

の

安

定

•
向

上

2

、
，
 

事

故

發

生

の

防

止

3

、

健
全
な
瓧
會
精
神
涵
養
。
：

(

_

6)
「

現
實
の
生
命
#
險
の
现
象
形
態
は
、
長
期
の
養
老
生
命
保
險
と 

終
身
保
險
が
大
部
分
を
古
め
て
居
る
が…

…

滿
期
受
取
り
の
場
合
を
想
定 

す
る
の
は
、
そ
れ
を
貯
蓄
と
し
て
考
え
る
こ
と
で
あ
る
0」

(

淺
井
啓
三
氏 

「

社
#
勘
足
上
よ
り
見
た
.る
生
命
保
險
の
經
濟
的
樯
造」

一
六
耳
保
險 

學
雑
誌
復
邗
第
五
號
通
卷
第
三
八
ニ

‘號)

.

S

Z

宇
野
弘
藏
氏「

經
濟
原
論」

上
卷
ニ
六
頁
。

.

£

8)

前
揭「

經
濟
學
敎
科
書
1

第
二
分
册
笫
ニ
篇
第
一
第
十
二
軍 

ニ
九
九
頁
。
 

，.

' (

註
9)

新
法
律
學
辭
典(

編
集
代
表
我
.妻
榮
、
有
斐
閣)

「

保
險
證
券」

七

六

(

八 
一
S

八
九
七
頁
9
た
だ
し
小
町
谷
操
三
氏
は
こ
れ
を
有
價
證
券
と
見
て
い
る

:

(

小
町
谷
操
三
氏「

海
上
保
險
總
論」

ニ
聽
商
m
下
卷
五
四
三
五
頁)

。

(

註
10)

(

註
11〕

相
馬
勝
决
沈T

保
險
契
約
法
通
論」

三
六
頁
。

.

(

註
12)

「

併
し
乍
ら
、
保
險
證
券
は
全
く
移
轉
し
得
な
い
も
の
で
は
な

.

い
。.
卽
ち
、
無
記
名
式
の
場
合
に
は
無
記
名
債
權
と
し
て
證
券
の
交
付
に 

依
り
、
指
圖
式
の
場
合
に
は
指
圖
債
攆
と
し
て
證
券
の
裏
書
に
依
り
、
移 

■轉
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

」
(

同

右

三
六
丨
三
七
頁)

。

(

註
13〕

.

「

資
本
論」

の
高
畠
素
之
氏
譯
で
は
利
用
效
果
と
し(

③

一
一
七 

頁)

、
長
谷
部
文
雄
氏
譯
で
は
有
用
的
效
果
と
し
て
い
る(

第
二
部
全 

一
九
三
頁)

。

(

註
14)

.
安
部
隆
一
氏「

流
通
諸
費
用
の
經
濟
學
的
硏
究J

九
一
頁
。
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S
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努

長
训 

一
ニ
氏
譯「

剩
餘
價
値
學
說
史」 

第
.

1

册
第
■1f

付

論「

生

產

的

勞

働

の

概

念

」

一
一
五
三

—

一
一
五
四
頁
。

(

註
16)

(

話
17)

飯
田
繁
氏「

利
子
つ
き
資
本
の
理
論」

一一1
01
三
ニ
頁
。

(
鞋
18)

園
：
乾
治
氏
：「

保
險
學」

三
ニ
七
頁
。

6

19) 

口
ー
ゼ
ン
ベ
ル
グ
^

淡
德
三
郎
圪
■ 

5
本
論
註
解」

..ハ
第
四 

卷)
八
六—

八
七
頁
。

(

,
和

三

十

年

八

月

十
因
日)

v
y
T
.
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S
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^
^
g
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I
K
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y 
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書

評
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^

紹
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介

' 

1»t
?
/
.於-
1 

S
 

■

勝

部

元

著

，

『

現
代
の
フ
ァ
シ
ズ
ム

』

.
 

一
 

.

四
國
瓦
頭
1

は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
な
ご
や
か
な
雰
1

の
う
ち
に
終
了 

し
、
そ
の
結
果
は
、
売
全
に
成
功
で
あ
っ
.た
と
はiK

え
な
い
ま
で
も
、
相
當
の 

成
果
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
.に
よ
っ
て
世
界
の
緊
張
は
大
分
や
わ
ら
げ
ら
れ
、
 

戰
哦
の
危
機
は
遠
の
き
、
米
ソ
雨
陣
營
の
平
和
的
共
存
へ
の
希
望
は
益
々
强
く 

な
っ
て
き
.た
か
の
.よ
う
な
感
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
よ
く
考
え
て
み
る
と 

わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
は
、
た
だ
こ
れ
だ
け
で
戰
爭
の
危
險
が
去
っ
た
と
、
手
放 

し
で
喜
ぶ
こ
と
は
、
ま
だ
早
い
よ
う
な
氣
が
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
に
お
い
て
、
話
し
合
い
に
よ
る
平
和
へ
の
努
力
が
叫
ば
れ
、
世
界
の
大 

勢
が
そ
の
方
向
に
む
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
ま
さ
に
そ
の
と
き
' 

新
聞
は
っ
ぎ
の
よ
う
な
事
實
を
も
た
ら
し
て
、
わ
れ
わ
れ
を
お
ど
ろ
か
し
た
。
 

す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
ヵ
眾C

鳥

は

、
日
本
お
よ
び
沖
繩
に
、
い
わ
ゆ
る「

オ
ネ 

ス
ト
•
ジ
ョ
ン」

と
呼
ば
れ
る
原
子
砲
を
お
く
つ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ 

の
原
子
砲
の
發
射
す
る
原
子
彈
は
、
か
っ
て
廣
鳥
に
お
と
さ
れ
た
原
子
爆
彈
の 

三
分
の
ニ
に
相
^
す
る
威
力
を
發
rL
す
る
と
云
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
も
■の

書評及び紹介

を
何
故
、
今
頃
お
く
っ
て
き
た
の
か
。

一
方
、
こ
れ
に
對
し
て
、
鳩
山
總
理
は 

-

議
會
で
の
實
問
に
弱
々
し
く
っ
ぎ
の
.よ
う
に
答
え
た
と
い
わ
れ
る
。「

た
と
え 

自
衞
の
た
め
な
ら
ば
や
む
を
え
な
い」
と
。
わ
ず
か
數
乃
月 

前
、
鳩
山
は
、「

ア
メ
リ
ヵ
が
も
し
、
.日
本
に
原
子
兵
器
を
も
ち
こ
む
よ
う
な 

こ
と
が
あ
つ
'て
も
、
わ
た
し
■は
こ
れ
を
こ
と
わ
る」

と
云
つ
た
じ
と
は
知
ら
ぬ 

者
も
な
い
。
B
'本
の
.支
@3
者
た
ち
は
、
い
ま
國
民
を
あ
ざ
む
い
て
い
る
と
い
う 

r
j
h
h、
.
h
iい
6
あ
^'
心
沄
わ
か
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
の
瓦
頭 

會
談
で
、
7
イ
ゼ
ンC

ゥ
ア
ー
大
統
領
は
、
ソ
ヴH

~

ト
の
ブ
ル
ガ
I 
ニ
ン
首 

相

にr

奇
襲
攻
擊
に
よ
っ
て
、
お
互
に
被
害
を
う
け
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
米 

ソ
雨
國
は
、
相
互
の
軍
事
施
設
.を
飛
行
機
上
か
ら
撮
影
す
る
こ
と
を
認
め
合
お 

.う
で
.は
な
い
•か」

と
提
案
し
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
き
お
こ
し
た
が
、
わ
た 

し
は
、
ア
イ
ク
の
こ
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
提
案
を
、
ア
メ
リ
ヵ
が
原
子
砲
を 

突
如
、
日
本
に
お
く
つ
た
と
い
う
事
實
と
考
え
合
わ
せ
て
み
る
と
、
ア
イ
ク
の 

提
案
は
、
あ
た
か
も
お
芝
居
の
よ
う
に
こ
っ
け
い
じ
み
た
も
の
で
あ
っ
た
と
感 

じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
.0
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
事
實
の
な
か
に
、
現
.
 

代
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
そ
の
も
の
の
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う 

.か
。
現
代
の
.フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、
か
つ
て
.の
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
ロ
を
開
け
ば
、
戰
爭 

と
侵
略
を
|1
歌
し
た
の
と
は
ち
が
っ
て
、
民
主
主
義
を
と
な
え
、
必
要
と
な
ら 

ば
平
和
を
も
ロ
に
す
る
。
現
代
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
特
徴
は
、
お
よ
そ
こ
の
よ
う 

に
巧
妙
で
あ
る
。

,

.
'
ニ
 

•

以
上
の
^
う
に
、.：

現
代
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、
か
つ
て
の
そ
れ
と
ち
が
っ
て
、
 

民
主
主
書
と
い
う
貌
飾
を
こ
.̂
し
'て
登
場
す
る
た
め
.に
、
と
も
す
れ
ば
そ
の
本

七

七

(

八
一
五)


